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・ごほん 、米 �・主よん 米． �、I＼0ン ：離唐金′ヾン �ごほん詭 米　の甘 �　ヽ ・二十まん 米 �　ヽ 士も亡 べしっンの干ヤ－八、 

・現前蕉 ∴三言：∴ 離島許 �、ざんすの 射炊き ・さんま、自著、小鰯 醤油、かlん言宙 ・ぼ荊ん革。油 �・きのこの 7II一久シ五一 ‘鰯轟、 三：三‾∴÷ ●野師ラグ、 ・きゃベ7、，7七・・′つl き壷Il、パカ所 鎗読書 �‘競 �∴三年尋÷ ・ちくれ糟粕 カレー粉、ラ由一 ‘怒照討 螺撥煽 競鰯 �・米、ご昔う．心コ／ 壬原．人命I高一 コンl／メ ・榛そしの。 

‘もや射場え ・掠し、短大う 続持崩ル‘ ∴誓‡∴二幸 �・稿諸皆 三三三三∴ ・すえレ三十 ∴′膚人称三、傍線由 ��・ざ巧い毛糸 擢：親 ‘一親鶏 ��　スー70 ・蕗．しめい入荷 コンVX 

・牛乳 ・マカロニきかこ （”綻・きつ �、牛等し �i、辞し 蘇勘 �、藷擁諾， 「峯三三萌 し． �・牛乳 ・コールト 1お懐手 �‘牛乳 ・お案㌻ 

3、17、引） � 牛、．（8（灼 �与、I（水） �信20（木） �7、21（金） ・＝高ん �＿．8、22tD J 「三三三．三三 人後きゃパフ 
・主よん �・主事ん �主よん両 �こ高ん 

米 �米＿ �米∴耗庖生 �米 �米 
‘かよら炊崩し �・木与トンボ �・さわらの日食 　ヽ �・附し汚く、 �・絢の塩炊き 
・和で、電池 叩ん・柑橘耗 ‘金平帝う �鵠嵩 コンソメ、ツー入 �・・繍鰯 �二年内、中将 鶉．鮨廓 �・鶏肉、鬼 ・和宮菅サラダ ・和ぐゲ計．短小 �V、 ∴三三三∴幸三 

・棚、土産 ＿雛討人r 、き本音フ。市営ラ ーきゃバっ、やつ鮮 手原．大分t布曹 ●さリi∴∴’ �・させ八っの 中小I）あえ キャパっ、き叩乃 卑当 嵩惣 一● �‘務驚 ・すれ十 ・緑・人里う油 �、黙祷。午 ‡三二三三 競結 �鵜篇 “撫鰯 〇本噌 

・写し �‘孔 �∴…寮キ㌔ �、乳 �・年し �・背し・ ・青葉ナ 
・7ラ・ソ万一 �・く†どもの・ ��・焼きうどん �轍鮒．轄占， 一軍鳶時 
・千一だ �毒三二∴三三 �芋羅練習 �（鵠終端 

三三繋：「〕二三三 鵜諸藩擬 ���人か、．フま 匝暁。摘（十人もら9 年〔材、〕 il 灘糊し）；露言上、 しょうゆ の・Il人 まとう 〔作り方〕 電）．．①たれも含掠てい諸たちさせて ●冨鵜籍擬態生 ��甘お誕生日”公 くり主よん （米、くり、塩．渦） 謀鵠療 書聖 くだもの（熱） 


